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１．研究計画の概要 
(1) 血球凝集因子の発現を RNA干渉(RNAi)法
により抑制した際に、遺伝子発現が抑制され
る遺伝子の特定と、そのメカニズムの解明 
(2)RNA 干渉(RNAi)法により、これまでにクロ
ーン化して来た生体防御関連遺伝子をノッ
クダウン（遺伝子産物発現抑制）し、これら
生体防御関連遺伝子の生体内機能の解析を
行うとともに、 
(3) 2 本鎖 RNA 投与による微生物感染に対す
る感受性変化の検討ならびに耐病性との関
係について検討 
 (4)クルマエビ類の生体防御関連遺伝子発
現制御ネットワークの解明 
 
２．研究の進捗状況 
 クルマエビの抗菌タンパク質リゾチウム
を RNA干渉によりノックダウンすると病原微
生物の攻撃試験しなくともエビが死亡する
ことを明らかにした。そのメカニズムについ
て検討したところ、抗菌タンパク質をノック
ダウンすると血球数が減少することが分か
った。リゾチウムをノックダウンすると他の
抗菌タンパク質を発現する細胞の比率が増
加することが明らかとなった。また、血液中
の細菌数は増加し、2 日目に最大になること
がわかった。さらに、抗菌剤入りの飼育水で
抗菌タンパク質をノックダウンしたクルマ
エビを飼育すると死亡が抑制された。RNA 干
渉法によりクルマエビリゾチームの機能が
抑制されても他の遺伝子の発現は抑制され
ないことを、マイクロアレイを用いて網羅的
に確認した。リゾチームノックダウンクルマ
エビでは体内の大腸菌に対する排除能を低
下させ、さらにクルマエビ血リンパ中での増
殖を可能にした。以上のことから、クルマエ

ビリゾチームは生体内で少なくともグラム
陰性菌の制御に重要な役割を果たしている
ことが示唆された。抗菌タンパク質のクラス
チン様タンパク質あるいはプロフェノール
オキシダーゼをノックダウンするとリゾチ
ウムのノックダウンの際と同じような結果
が見られたことから、クルマエビ類では一つ
一つの抗菌タンパク質が免疫に重要な役割
を果たしていることが示唆された。 
 クルマエビの血球凝集活性化因子である
トランスグルタミナーゼをノックダウンす
ると複数の免疫関連遺伝子の発現が抑制さ
れることがマイクロアレイによる大規模遺
伝子発現解析で明らかとなった。このことか
ら、トランスグルタミナーゼは何らかの形で、
免疫関連遺伝子の発現を調整していると考
えられた。 
 クルマエビ類の遺伝子配列情報を蓄積す
るために大規模 EST 解析を行い、約 8万配列
を得た。これらを基にマイクロアレイを作製
することが可能となった。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進んでいる。計画してい
る研究について、毎年研究成果を発表出来て
いる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 平成 23年度から基盤研究(A)で研究が継続
されることとなった。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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